
第２表の３（小） 

                     学校名  清瀬市立清明小学校 

 

（３）生活指導・進路指導 

  ア 生活指導 

・いじめ、不登校の早期発見、早期対応、早期解消に向け、スクールカウンセラー等と連

携し相談機能の充実を図る。また、月１回及び、必要に応じて開かれるいじめ防止対策

委員会で、指導方針の共通理解を図ると共に、早期対応・早期解消に努める。 

・年３回（６月、１２月、２月）にアセスを実施する。スクールカウンセラーと連携し、

児童一人一人の学級での適応感を把握し、学級経営や不登校、いじめの未然防止に生か

す。 

・様々な困難やストレスの対処の仕方を身に付けるため、SOSの出し方に関する教育を全学

年で実施する。 

・「SNS清明ルール」を活用し、保護者と連携してインターネットや SNS、タブレット端末

の適切な利用方法について理解を図る。 

イ 進路指導 

・キャリア教育年間指導計画に従い、各教科や領域等を通し、また、地域との連携を図っ

た体験学習等を通して、特に自己理解・自己管理能力の育成を図る。 

・特別活動を要として全学年で取り組む、キャリアパスポート通して、自身の変容や成長

を振り返り、キャリア形成を行う。 

（４）特別な配慮を必要とする児童への指導 

ア 特別支援教育の充実に関わること 

・教師間における指導方法の共通理解を図り、ユニバーサル・デザインを取り入れた授業

改善に取組み、児童ができる喜びと分かる楽しさを実感できる指導を推進する。 

・月１回の校内委員会において、特別支援教室の担当教員が通常級の担任等に対し支援の

仕方等について情報の共有化を図り、一貫した指導体制を作る。 

イ 帰国児童や外国人児童の学校生活への適応や日本語の習得に関わること 

・日本語習得状況を把握し日本語指導が必要な児童には、保護者と連絡を取り、校内委員

会を開き、速やかに日本語指導へつなぎ、連携して困り感を軽減できるよう取り組む。 

ウ 不登校児童への配慮に関わること 

・連続して３日以上の欠席等の場合は担任が家庭に連絡をし、状況を把握する。月に１回

スクールカウンセラーを交えて不登校対策委員会を開き、支援の仕方等について検討

し、家庭や関係機関と連携をとり、組織的に対応する。 

・一人一台端末でオンライン授業配信をし、学習等について支援を行う。オンライン授業

に参加できない家庭には、週 1回の家庭訪問を実施し、児童の生活や学習の様子を把握

する。 

・「登校支援シート」を活用し、確実な引継ぎを行う。 


